
　茨木市教育ҕ員会（ҎԼ、市教ҕ）
は、これからのࣾ会を生きる子どもた
ͪにඞཁな力として、「新しい価値を
する力」「ଟ༷な他者とつながり、
協働する力」といった、ςストでは
ଌりにくい力、いΘΏる非認知能力
を「茨木っ子力」としてࡦ定。そう
した力を育Ήための教育を༮ஓԂ、
อ育ॴ、小ɾ中学校、Ոఉ、Ҭで

࿈ܞしてల։している。
市教ҕが非認知能力の育成をܝげ

たのは、̑か年ܭըとして2�2�年
からਪ進する「茨木っ子ϓラϯ�ωク
スト �̑̌ 」に͓いてͩ。同ϓラϯでは、
子どもにඞཁな力を「学力の樹」と
して理（図̍）。そこでは、それま
でも同市が子どもに育Έたい力とし
て育成してきた、「Ώめ力（未来に向
かって、力できる力）」「自分力（自
分と向き߹い、ߴめる力）」「つなが
り力（他者を思いやり、つながる力）」
「学び力（ڵ味ɾؔ৺をげ、意ཉ的

に学Ϳ力）」の４つの力を、思ߟ力ɾ
அ力ɾදݱ力と教科の学力をࢧえ
る、言Θࠜにあたる非認知能力を
「茨木っ子力」とҐஔづけ、その育成
に一力をೖれることとした。
「茨木っ子力」のࡦ定にあたって
は、༮ஓԂɾอ育ॴɾ小学校ɾ中学
校の教職員と市教ҕが協議をॏね
た。そして、子どもが成長し、自
己࣮ݱを果たしていく過ఔで໘
する課題やࠔをりӽえていく
ための12の「目指す姿」（図̎右）
を描き、それͧれを見औるルーϒ
Ϧοクをࡦ定。教職員やอޢ者、
Ҭの人ʑが、子どもを見औるࡍの目
҆として活用できるようにした。

CMYK  1132267_VIEW next 教育委員会版 Vol.2_ 

1

校

2

校 _安田<P17>　

����ʹ࢝Ίたʮֶྗ্ϓϥϯʯҎ߱のऔΓみのՌͱ՝Λ
ཧしɺʮ͜Ε͔らのࣾձΛੜきΔྗΛҭむʯʮͱʹֶͼɺͱʹҭͭڭ
ҭΛਐΊΔʯʮ͔֬ͳྗޠݴΛҭむʯͳͲの࠷ॏ߲Λઃఆɻಛʹɺ͜
Ε͔らのࣾձΛੜきΔྗͱしͯ ɺඇೝྗのҭਪਐ͢Δ͜ͱͱしたɻ

ఆɻϧʔϒϦοࡦʯΛྗࢠඇೝྗʮҵͬ͢ࢦͱしͯҭΛࢢ
Ϋͱͱʹࢢの༮ஓԂɺอҭॴɺখ・தֶߍʹपしたɻまたɺඇ
ೝྗのҭʹ͋たͬͯॏཁͱͳΔৼΓฦΓのπʔϧͱしͯɺʮҵ
ͬࢠΩϟϦΞύεϙʔτʯͱʮҵ͍ͬࢠまະདྷखாʯˎ̎Λಋೖしɺ
શߍͰ׆༻͢Δ͜ͱͱしたɻ

���� ͔らߦࢪ

อҭॴɺ༮ஓԂɺখֶߍɺதֶߍ

େࡕの෦にҐஔ͢Δ。࣌ߦࢪಛྫࢢͰ͋ΓɺେࢢࡕژࢢΞΫηεし
͍͢ϕουλϯͱしてɺਓ૿͕ޱՃに͋Δ。ຊਓͰॳΊてϊʔϕϧ
จ学をडしͨ࡞Ոɾ߁ɺ੍چ中学校ଔۀまͰࡏݱのҵࢢͰ学Μͩ。
ʮҰਓࣺݟてΜڭҭʯのϏδϣϯのԼɺ学ྗҐをݮΒ͢͜ͱを目ඪに掲
͛ͨ����年͔ΒのऔΓΈˎ̍ͳͲͰશࠃにΒΕΔ。

ਓޱ�� ��ສ����ਓ
໘ੵ�������ὕ
ߍֶཱࢢ খ学校 �� 校ɺ中学校�� 校
ಐੜెࣇ খ学ੜ�����ਓɺ中学ੜ����ਓ
৬һڭ ����ਓ

目త

内༰

ࢪ࣮
ର

ˎ�ɹ�h 7*&8��ʱڭҭҕһձ൛����年 7PM��Ͱҵࢢの学ྗ্にؔ͢Δࡦࢪをհして͍Δ。IUUQT���WJFX�OFYU�CFOFTTF�KQ�WJFX@TFDUJPO�CLO�CPBSE�BSUJDMF������
ˎ �ɹݩԬࢁେ学।ڭतの中ࢁ๕Ұࢯのमをड͚てɺϕωοηίʔϙϨʔγϣϯ͕提供͢Δʮࠓະདྷखாʯをجにҵࢢόʔδϣϯを࡞。

未来にඞ要ͳ「非認知能力」を育むたΊ、
༮ɾอɾখɾ中でҰ؏した振り返りのڥをߏங

大阪府 茨木市教育ҕ員ձ
茨木市教育委員会では、2008年度から継続してきた学力・体力向上施策の成果と課題を踏まえ、

2020年度に「茨木っ子プラン ネクスト5.0」を策定し、５か年計画で取り組んでいる。その中核となるのが、
他者と協働して取り組む力、困難にくじけず乗り越える力といった、テストで測りにくい力、いわゆる非認知能力の育成だ。

教ҭ長

Ԭ田༞Ұ
͓͔だ・Ώ͏͍ͪ

ҵڭࢢҭҕһձࢦಋओࣄɺ
ҵཱࢢ中学校校をܦ
てɺ���� 年 �݄͔Βݱ৬。

学校教ҭ෦
学校教ҭ推進՝ࣄࢀ�

大ًெ
͓͓͍ ・͚ͯ ΔのͿ

ެཱখ学校ڭ་ɺڭҭҕһձࢦ
ಋओࣄをܦてɺ����年͔Βݱ৬。

育ͯたい子どもの࢟を
学校छを͑ͯٞ
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子どもに非認知能力を育成するࡍ
には、「体験ˠ経験ˠ振り返りˠ学び」
の活動がॏཁであると、Ԭ田༞一教
育長は説明する。
　「非認知能力の育成にあたっては、
子ども自身が、茨木っ子力をどの
໘でٻめられたか、その時にどのよ
うにൃشできたかを内লし、『自分は
この力をもっと伸したい』と意識
できるようにすることがେです。
そこで本市では、子どもの振り返り

をଅ進する事ۀとして『茨木っ子Ωϟ
ϦΞύスϙート』と『茨木っ子いま
未来手帳』をಋೖしました」
　茨木っ子ΩϟϦΞύスϙートは、４
から中学̏年生までが活用。11ࣇࡀ
年間にΘたって、自分が体験したこと
を非認知能力の؍点からֆやจࣈで
振り返り（1���図̏）、ઐ用のϑΝイ
ルにとじていく。非認知能力の育成
の؍点で茨木っ子ΩϟϦΞύスϙー
トは、ҟなる学校छの教員が子ども
の成長を࿈ଓ的に見कるためのࢿྉ
としてのׂも୲っている。
　茨木っ子ΩϟϦΞύスϙートが主

に学校行事などのಛผ活動の振り返
りのπールであるのにରして、日ʑ
のܧଓ的な振り返りのπールとして
能しているのが、茨木っ子いま未ػ
来手帳ͩ。同手帳は中学生にし、
日ɾिɾ݄୯Ґの目ඪや出来事のه
と、自身のスέδϡール理に活
用している。ঢ়گに応じた自己理
力を育Ήことがねらいͩという。
　「手帳を௨じた振り返りによって、
１日１日をやりっ์しにせͣ、࣍の
見௨しを持てるようになるため、非
認知能力のとなる、『メλ認知能
力』がߴまっていきます。また、自
己理能力を育Ήことで、生活の࣭
をߴめていくことにもつながります」
（Ԭ田教育長）

　市教ҕでは、2���年から̏年͝
とに学力向上ܭըをࡦ定し、成果の
とその結果に基づく新たなϓラূݕ
ϯを立Ҋしてきた。จ෦科学ল「全
、調ࠪ」の結果もگ学力ɾ学शঢ়ࠃ
小ɾ中学校ともに着࣮にվળする中
で、市教ҕが࣍のࡦࢪの伴としてվ
めて目したのが、同調ࠪでਖ਼
が��ˋ未ຬのࣇಐ生徒ͩった。学校
教育෦学校教育ਪ進課のେً

ㆦ㇋

ெ
ㆮㆶ

ࢀ
事は、࣍のように説明する。
　「ਖ਼��ˋ未ຬのࣇಐ生徒のঢ়
を分ੳすると、学校生活、༑人ؔگ
などに課題を๊えていڥ生活、
るέースがগなくないことが分かっ
てきました。そうした子どもにରし
ては、教科学力をߴめることにϑΥー
Χスするͩけでなく、そのࠜっこに
あたる非認知能力を育Ήことがॏཁ
ͩというߟえにվめてࢸりました」
　非認知能力をに、教科学力を
ؚΉこれからのࣾ会を生きる力を育
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※ҵڭࢢҭҕһձの提供資料をそのまま掲載。

※ҵڭࢢҭҕһձの提供資料
をそのまま掲載。

茨木市「学力の樹」図̍

「茨木っ子力」の̐ͭの力と目指す��の࢟図̎

非認知能力の育成の伴としͯ 、
振り返りを重視

市教ҕϞσϧのӡ༻͔Β
֤学校ओମのॊೈͳӡ༻มԽ
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もうという「茨木っ子ϓラϯ�ωクス
ト �̑̌ 」のίϯηϓトは市長෦ہに
も理ղをಘられ、茨木っ子ΩϟϦΞ
ύスϙートと茨木っ子いま未来手帳
のಋೖのための༧ࢉ確อもԁに進
んͩ。振り返りのπールを市内共௨
にしたことで、学年ɾ学校間での指
ಋのらつきがղফされ、教員がҟ
動しても指ಋϊϋをੵできる
。がったڥ
ͩが、同ϓラϯの࣮ࢪॳ年はί

ϩφՒにあり、指ಋ主事の学校๚が
な中、非認知能力の育成を各学校ࠔ
にࠜづかせることは༰қではなかっ
た。そこで市教ҕは、小ɾ中学校それ
ͧれにϞσル校を指定し、そのऔり
組Έを他校にげていくことにした。
そうしてϞσル校の࣮ફを進める中
で、非認知能力の育成への校内のೲ
ಘ感をߴめるॏཁ性が見えてきた。
「当ॳは、市教ҕがࡦ定した『茨木っ
子力』の４つの力を各学校の教育目ඪ
としてそのまま活用してもらうߟえで
した。しかし、Ϟσル校の࣮ફを௨じ
て、自校の子どもにはどんな非認知能
力がඞཁなのかを、子どもの࣮ଶを最
もよく知る教員が議論することこそが
େ事であること、そしてその育成のた
めにはどんな教育活動を行うかのஅ
を各学校にҕねるඞཁ性を理ղしてい
きました」（େࢀ事）
　そうして、市が設定した「茨木っ
子力」の４つの力やそのルーϒϦο
クはあくまでߟࢀとし、各学校が子
どもの࣮ଶやҬのঢ়گなどに応じ
て、自校でେにしたい非認知能力
を設定するऔり組Έを進めてきた。
。（রࢀྫࣄߍ1���ֶ）

　2�2�年は「茨木っ子ϓラϯ�ωク

スト �̑̌ 」のਪ進̑年
目をܴえ、同市の教員
間に非認知能力の育成
とそのための振り返り
のॏཁ性がप知されて
きた。それはԿよりも、
振り返りを௨じた子ど
もたͪのม༰を教員自
身が目のあたりにした
からͩろうと、Ԭ田教
育長はߟえている。
　「非認知能力はこれ
までも全ࠃの教員がେ
にしてきた子どもを
見औるための視点であ
り、ܾして新しいもの
ではないとࢲはߟえて
います。子どもの未来
を見௨した時、学校は
子どもにとって、自己
有用感をߴめることが
できるであるべきです。そして非
認知能力は教員にとって、値では
見えにくい子どものよさを見るため
のେなϨϯズͩと思っています。
学校、Ոఉ、Ҭが非認知能力とい
う視点で子どものよさを見औること
で、ෆొ校などの題のղܾにもよ
い影響を༩えるものとߟえています」
　今後の課題は、ϗームルーム活動

や学校行事の໘が中৺となってい
る振り返りを、教科のतۀでもੵۃ
的に行い、非認知能力の育成ととも
に教科学力のさらなる向上を࣮ݱす
ることͩ。それは同市の࣮ફが、「学
力の樹」のࠜと葉をݻڧにつなげる
ϑΣーズにೖったことをදしている
と言えるͩろう。

CMYK  1132267_VIEW next 教育委員会版 Vol.2_ 

1

校

2

校

3

校 _安田<P19>　

※ҵڭࢢҭҕһձの提供資料をそのまま掲載。

����͔らܧଓしͯ きたֶྗ্ϓϥϯ͕ޭしɺ࣍の՝Λɺʮશ
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ೝྗΛҙࣝしたऔΓみ͕͞らʹඞཁだͱ͔ͬたɻ

ඇೝྗɺมԽのେきͳࣾձʹ͓͍ͯଞऀͱڠಇしɺ৽し͍ՁΛ
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ඇೝྗΛઃఆしɺҭのたΊのπʔϧΛ͢ࢦҕ͕ҭΛڭࢢ
උ・しͯ����͔らࢢʹपɻϞσϧߍΛத৺ʹ࣮ફΛਪਐɻ

ϞσϧߍͰの࣮ફΛ౿ま͑ɺ����͔らɺڭࢢҕ͕ઃఆしたඇ
ೝྗΛߟࢀʹɺֶ֤ߍ͕ࣗߍの࣮ଶʹ߹ͬたඇೝྗΛઃఆし
͍ͯ͘औΓみΛਐΊたɻ
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「茨木っ子力」を౿ま͑たԂࣇの振り返り図̏

教ՊのतۀにؔすΔ
振り返りのॆ࣮
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育成を目指す非認知能力を
生徒作成のイラストで校内に周知
　茨木市立東雲中学校では、「茨
木っ子力」の４つの力と目指す12
の姿を基に、同校の生徒会の生徒と
教員が自校で身につけたい力を議
論。「しのっ子力」として新たに９
つの力を設定した。しのっ子力は生
徒が描いたイラスト（図４左）とと
もに校内に浸透し、教育活動の振り
返りに活用されている。
　「体育祭では、『協調性を意識して
他学年と協働しよう』などと、学校
行事や時期に応じて意識させたい
非認知能力を設定し、生徒に伝えて
います。また、各教科でも生徒に意
識させたい非認知能力を定めてい
ます」（田村博樹先生）
　また同校では、毎日の職員朝礼
で、その日に学校全体として意識し
たい非認知能力を田村先生がその
理由とともに説明している。
　「育成を目指すしのっ子力を教員
全員で共有して１日を始めるよう
にしたことで、生徒を軸にした組織
づくりが進んでいるように思いま
す」（平山望美教頭）
　生徒も毎朝、茨木っ子いま未来手
帳を活用して、前日の振り返りを行
うとともに（図４右）、今日１日で
意識したいしのっ子力を選んで、該
当する色のシールを手帳に貼ってい
る。同校の教員は中学校区内の小学
校に出向き、中学校進学前の６年生
にも手帳を使った振り返りを体験

してもらい、中学校生活へのスムー
ズな移行につなげているという。

日々の振り返りで教員、生徒に
浸透した非認知能力の重要性
　同校では学校行事の後に、生徒会
の生徒が自主的に「どんな力が伸び
たか」を調べ、その結果を校内で報
告するなど、非認知能力の視点での
振り返りも定着している。
「教員間でも、しのっ子力の視点
で、『あの子、最近成長したね』な
どと生徒を褒める言葉が出やすく
なっていますし、その影響なのか、
生徒もいろいろなことに前向きで
す。今の日本は、子どもの自己肯定
感の向上が課題ですから、生徒には
自分の活動を振り返ることで、もっ
と自信を持ってほしいと思ってい
ます」（山田泰司校長）
　非認知能力の視点で自分の経験
にどんな意味や価値があったかを
確認できるようになった生徒は、他

者の過去の苦労や挫折も価値ある
ものと捉え、そうした経験を語るク
ラスメートの言葉にも真剣に耳を
傾けるようになっていると、田村先
生は感じている。茨木市が目指す
「一人も見捨てへん教育」は、同校
の生徒の中に確かに息づいている。
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非認知能力「しのっ子力」の視点で
子どもを見取り、自己肯定感を育む
大阪府 茨木市立東

し の の め

雲中学校
校長

山田泰司
やまだ・ひろし

同校に赴任して１年目。

教頭

平山望美
ひらやま・のぞみ

同校に赴任して２年目。

確かな学びをはぐくむ
学校づくり推進担当

田村博樹
たむら・ひろき

同校に赴任して５年目。

育成を目指す非認知能力「しのっ子力」と「茨木っ子いま未来手帳」での振り返り図４
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